


１．企業集団の状況 
 当社グル�!��8 当社+ﾆ5pチ�86純�7D羽�樢社,cの后,Y�ｹV嵩唐ﾉHIH�/Pﾗc���* .��ﾀ��当社,ﾙ:�ﾐ,ﾈﾊC吃､雨ﾐ,ﾈ自Y����ｵ�$Bｨりま�









（２）次期の見通し 

aジェネリック医薬品の薬価を下支えしていたGEルールが廃止され、本年4月の薬価改正は、この2年間の販売価

格が反映された厳しいものとなりました。当社はこのときに備えて一部製品では4年前、新製品全体では2年前か

ら適正価格販売に努めてきたことから、こうした製品の薬価引き下げ幅は他社に比べてかなり小幅にとどまりま

した。今回の診療報酬改定では ﾘ�)9h��廁証!�ﾕtﾉﾁ頴値X+ﾙ�ｹV皆亅8,ﾘﾀh淪�ｫ
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(4)a連結キャッシュ・フロー計算書 

a a
当連結会計年度 

（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

区分 
注記
番号 

金額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー a a

１ 税金等調整前当期純利益 a 1,742,453

２ 減価償却費 a 747,664

３ 連結調整勘定償却額 a 10,588



a a
当連結会計年度 

（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

区分 
注記
番号 

pys匀千円冝j 
� a � a

� a



連���k��Uﾁ�ｬのための基本となる重要な事項 
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注記事項 
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① リース取引 

項目 
当連結会計年度 

（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

リース物件の所有権が借主

に移転すると認められるも

の以外のファイナンス・リ

ース取引 

(1）リース物件の取得価額相当額、減価

償却累計額相当額及び期末残高相当

額 





４ その他有価証券のうち満期があるものの償還予定額 





④ 退職給付 

当連結会計年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 





⑥ セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

当連結会計年度（自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日） 

 aaaaaaaaaa全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める医療用医薬品事業

の割合がいずれも90％を超える為、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

【所在地別セグメント情報】 

当連結会計年度（自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日） 

      在外子会社、在外支店が無い為、該当事項はありません。 

【海外売上高】 

当連結会計年度（自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日） 

      海外売上高は連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

⑦ 関連当事者との取引 

当連結会計年度（自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日） 

役員及び個人主要株主等 

 （注）１ 上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

２ 取引条件及び取引条件の決定方針 

取引条件につきましては、当社と関連しない他の当事者と同様の条件によっております。 

３ 三重東和薬品㈱は、当社代表取締役吉田逸郎の近親者が100％を直接所有しております。 



（１株当たり情報） 







６．個別財務諸表等 
(1)a貸借対照表 

a a
�貸���



a a
前事業年度 

（平成15年３月31日） 







a a
前事業年度 

（自 平成14年４月１日 
至 平成15年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

対前年比



製造原価明細書 

 （注）１ 原価計算方法は、組別総合原価計算を採用しております。 

２ ※１ 経費のうち、主なものは減価償却費 前事業年度524,198千円、当事業年度491,395千円であります。



















４ その他有価証券のうち満期があるものの償還予定額 

当事業年度 

 子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはありません。 



③ デリバティブ取引 

１ 取引の状況に関する事項 



２ 取引の時価等に関する事項 

前事業年度（平成15年３月31日） 

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益 

１ 通貨関連 

２ 金利関連 

 （注） 通貨スワップ取引並びに金利スワップ取引の時価は契約を約定した金融機関から提示された価格によっており

ます。 

区分 種類 
契約額等 
（千円） 

契約額等のうち
１年超（千円） 

時価（千円） 
評価損益 
（千円） 

市場取引以

外の取引 

通貨スワップ取引 a a a a

米ドル 8,270,648 8,270,648 231,398 231,398 

合計 8,270,648 8,270,648 231,398 231,398 










